


◇事業環境に関する認識と確認（経済環境）

海外経済の回復が続くなか、輸出や生産活動の持ち直しを背景に、

企業収益に改善がみられるなど、景気は緩やかな回復基調が継続。

◇事業環境に関する認識と確認（物流業界の状況）

国内貨物は、自動車部品や鉄鋼等の輸送需要が増加し、

国際貨物は、アジア向けを中心として、電子部品等の航空貨物が

引き続き好調を維持するなど、総じて堅調に推移。



※以下、セグメント毎の概況は、第３四半期単四半期の内容

「海外会社」の第３四半期は、７－９月期

◇日本・・・増収、増益

鉄道輸送では、自動車関連部品や、ビールの取扱いが増加。

トラック輸送においても、鉄鋼や自動車関連部品の荷動きが堅調に推移。

海運では、自動車関連や設備の輸出、アパレル関係の輸入が堅調に推移。

航空では、日本発の輸出混載貨物の重量が、対前年で、プラス２０．２％と増加し、

マーケットの伸び率１４．５％を、大きく超過。

各方面で、自動車関連部品が堅調に推移。

北・中米向けの機械部品やアジア向けの電子部品等の荷動きが好調。

有形固定資産の減価償却方法の変更により、

従来の方法によった場合と比べ、１８億円利益が増加。

燃油費単価の上昇による利益減少の影響が、約６億円。

◇米州・・・増収、減益

為替の影響を除いた現地通貨ベースでも、増収、減益。

自動車関連の海運・航空輸入や、米国－メキシコ間のトラック輸送が堅調に推移。

一方、前年にあった設備輸送の反動と、航空利用費や下請費の上昇があり、減益。



◇欧州・・・増収、増益

為替の影響を除いた現地通貨ベースでも、増収、増益。

航空輸出が主要各社で回復。

オランダにおける倉庫配送の取扱いが、堅調に推移。

ドイツでは、自動車関連と機械部品の取扱い、

イタリアでは、アパレル関係の航空・海運フォワーディングが、それぞれ堅調に推移。

フランスでは、非日系顧客の取扱いが好調。

◇東アジア・・・増収、増益

為替の影響を除いた現地通貨ベースでも、増収、増益。

航空輸入、海運輸出入に加え、主力である航空輸出も回復。

自動車関連や電子部品関連の取扱いが堅調に推移。

中国におけるチャーター便規制の延長に伴う、航空利用費の高騰が継続。



◇南アジア・オセアニア・・・増収、増益

為替の影響を除いた現地通貨ベースにおいても、増収、増益。

非日系顧客の医薬品や電子部品関連、自動車関連の航空輸出が好調。

海運、倉庫配送も堅調に推移。

一方、利用費や下請費の上昇が顕在化。

◇警備輸送・・・増収、増益

キャッシュ・ロジスティクス・プラットフォームの拡販により、

地方金融機関等からのアウトソーシングの取込みを推進。

有形固定資産の減価償却方法の変更により、

従来の方法によった場合と比べ、２億円利益が増加。



◇重量品建設・・・増収、増益

国内の重電関連と海外のＩＴ設備などの工事、輸送が堅調に推移。

有形固定資産の減価償却方法の変更により、

従来の方法によった場合と比べ、８千万円利益が増加。

◇物流サポート・・・増収、増益

日通商事において、石油類の販売単価の上昇により、売上高が増加。

輸出梱包業務などのロジスティクス・サポート事業も、堅調に推移。

軽油引取税交付金にかかる経理処理の変更により、２億円、

有形固定資産の減価償却方法の変更により、１億円、

従来の方法によった場合と比べ、利益が増加。
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連結通期の業績予想について、１０月３１日に発表した数値を修正。
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※海外の第４四半期は、１０－１２月期。

◇日本

輸出航空貨物を中心に、引き続き、堅調な荷動きを見込むが、

外注費や燃油費など、費用が増加する予想。

◇米州

自動車関連の取扱いや設備輸送は堅調に推移するが、

利用費、下請費が増加する見込み。

◇欧州

地域全体において、主要顧客の荷動きが継続し、

航空・海運の輸出入フォワーディング、倉庫配送とも、堅調に推移する見込み。

◇東アジア

自動車関連や電子部品関連などの荷動きが継続するが、

中国におけるチャーター便規制による、航空利用費の高騰が継続する見込み。

◇南アジア・オセアニア

自動車関連や電子部品等の荷動きは堅調に推移するが、

利用費や外注費が増加する見込み。



◇警備輸送

継続して、キャッシュ・ロジスティクス・プラットフォームの拡販を推進。

◇重量品建設

前年にあった海外の大型プラント工事の反動があるが、重電関連工事等を見込みどおり、獲得。

◇物流サポート

石油類の販売単価の上昇による売上高の増加、

輸出梱包業務など、ロジスティクス・サポート事業が堅調に推移する見込み。








